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【国際特許分類】
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   Ｂ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   23/883    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   32/00     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   21/04     　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ   35/10     ３０１Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   37/04     １０２　
   Ｂ０１Ｊ   37/00     　　　Ｄ
   Ｂ０１Ｊ   37/08     　　　　
   Ｃ１０Ｇ   45/04     　　　Ａ
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年8月20日(2018.8.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重質炭化水素の水素化脱金属において改善された活性及び安定性を有する触媒組成物で
あって、該触媒組成物が、
　（ａ）球形、又は実質的に球形の粒子を含む沈降アルミナを含む担体、
　（ｂ）周期表の６族の金属、周期表の９族の金属、及び周期表の１０族の金属からなる
群より選択される、少なくとも１つの触媒、並びに
　（ｃ）任意にリン
を含み、
　前記担体が、水銀圧入法により測定された０．８ｃｍ３／ｇ～１．２ｃｍ３／ｇの範囲
の全細孔容積を有し、３５ｎｍ超の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの８％超であり
、２０ｎｍ～５０ｎｍの範囲の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの４０％以上であり
、１５０ｎｍ超の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの少なくとも５％である、
触媒組成物。
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【請求項２】
　前記少なくとも１つの触媒(ｂ)が、コバルト、ニッケル、モリブデン及びこれらの組合
せからなる群より選択される金属であり、前記触媒組成物がリン(ｃ)を含む、請求項１に
記載の触媒組成物。
【請求項３】
　細孔径分布が、
担体の全細孔容積のうちの０．０４ｃｍ３／ｇ～０．２ｃｍ３／ｇが３５ｎｍ超の直径を
有する細孔内にある、
担体の全細孔容積のうちの０．４ｃｍ３／ｇ～０．８ｃｍ３／ｇが２０ｎｍ～５０ｎｍの
範囲の直径を有する細孔にある、
担体の全細孔容積のうちの０．０４ｃｍ３／ｇ～０．２ｃｍ３／ｇが１５０ｎｍ超の直径
を有する細孔内にある、及び
これらの組み合わせ
からなる群から選択される、請求項1に記載の触媒組成物。
【請求項４】
　請求項１に記載の触媒組成物であって、（ｉ）沈降アルミナが、０．９ｃｍ３／ｇ超の
窒素全細孔容積と８０～１８０ｍ２／ｇのＢＥＴ表面積とを有する、又は（ｉｉ）沈降ア
ルミナを含む粒子が、(１２０)ＸＲＤ面に沿って測定された第１寸法及び(０２０)ＸＲＤ
面に沿って測定された第２寸法を有する結晶構造を備え、前記第２寸法の前記第１寸法に
対する比が１．０未満である、又は（ｉｉｉ）（ｉ）と（ｉｉ）の両方である、触媒組成
物。
【請求項５】
　請求項１に記載の触媒組成物の前記担体としての沈降アルミナの使用であって、前記沈
降アルミナが、
　（ａ）硝酸、硫酸、塩酸、硫酸アルミニウム、硝酸アルミニウム、塩化アルミニウム、
アルミニウムクロロハイドレート、硫酸アンモニウム及びこれらの組み合わせからなる群
から選択される酸性化合物を、５未満のｐＨを有する初期水性スラリーを提供するのに十
分な量で水に添加することによって、水性スラリーを形成すること、
　（ｂ）水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化アルミニウム、水酸化アンモ
ニウム及びこれらの組み合わせからなる群から選択されるアルカリ性化合物を、種アルミ
ナを沈降させるため７より大きいｐＨを有する第２のスラリーを提供するのに十分な量で
初期スラリーに添加すること、
　（ｃ）工程（ａ）～（ｂ）を少なくとも１回更に繰り返して、７より大きいｐＨを有す
るアルミナ含有スラリーを提供すること、
　（ｄ）硝酸、硫酸、塩酸、硫酸アルミニウム、硝酸アルミニウム、塩化アルミニウム、
アルミニウムクロロハイドレート、硫酸アンモニウム及びこれらの組み合わせからなる群
から選択される酸性化合物を、５未満のｐＨを有するアルミナスラリーを提供するのに十
分な量で工程（ｃ）のアルミナ含有スラリーに添加すること、
　（ｅ）水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化アルミニウム、水酸化アンモ
ニウム及びこれらの組み合わせからなる群から選択されるアルカリ性化合物を、少なくと
も９のｐＨを有する最終アルミナスラリーを提供するのに十分な量で工程（ｄ）のアルミ
ナスラリーに添加すること、及び
　（ｆ）沈降アルミナを最終アルミナスラリーから回収すること
を含む方法であって、
　工程（ａ）～（ｅ）中の温度は１５℃～７２℃の温度に維持される方法によって製造さ
れる、上記の使用。
【請求項６】
　前記担体が、
　（ｇ）工程（ｆ）の沈降アルミナを乾燥させること、
　（ｈ）乾燥アルミナを解膠させること、
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　（ｉ）解膠アルミナを押出すこと、及び
　（ｊ）押出し物を７００℃～１０６０℃の範囲の温度で焼成して、担体粒子を得ること
、により製造される、請求項５に記載の使用。
【請求項７】
　工程（ａ）～（ｅ）中の温度が４８℃～６８℃の温度に維持される、請求項５に記載の
使用。
【請求項８】
　（ｉ）工程（ａ）、（ｃ）及び（ｄ）のいずれかの前記酸性化合物が、硫酸アルミニウ
ム、硝酸アルミニウム、硫酸アンモニウム、アルミニウムクロロハイドレート、及びこれ
らの組み合わせからなる群から選択されるか、又は（ｉｉ）工程（ｂ）、（ｃ）及び（ｅ
）のいずれかの前記アルカリ性化合物が、アルミン酸ナトリウム、水酸化アルミニウム、
水酸化ナトリウム、水酸化アンモニウム、及びこれらの組み合わせからなる群から選択さ
れるか、又は（ｉｉｉ）（ｉ）及び（ｉｉ）の両方である、請求項５に記載の使用。
【請求項９】
　工程（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）及び（ｅ）のうちの少なくとも１つにおけるｐＨ
が、
　（ａ）初期スラリーのｐＨが２．０～４．５の範囲にあるように、
　（ｂ）第２のスラリーのｐＨが７．５～１０の範囲にあるように、
　（ｃ）工程（ｃ）のアルミナ含有スラリーのｐＨが、７．５～１０の範囲にあるように
、
　（ｄ）工程（ｄ）のアルミナスラリーのｐＨが、２．０～４．５の範囲にあるように、
及び
　（ｅ）工程（ｅ）の最終アルミナスラリーのｐＨが、９～９．５の範囲にあるように、
コントロールされる、請求項５に記載の使用。
【請求項１０】
　金属、硫黄、ミクロ残留炭素及びそれらの混合物からなる群から選択される成分を含有
する、重質炭化水素留分を水素処理する方法であって、該方法が、重質炭化水素留分を水
素処理プロセス条件下で請求項１の触媒組成物に接触させること、並びに、重質炭化水素
留分の金属、硫黄及びミクロ残留炭素からなる群から選択される成分の含有量を、最初に
存在する量と比較して減少させること、を含む、方法。
【請求項１１】
　前記重質炭化水素留分を、３００℃～４５０℃の範囲の反応温度で、２５～２０Ｍｐａ
（２５～２００バール）の水素圧力で、１５０～１５００ＮＬ／Ｌの範囲のＨ２：油比で
、及び０．１～５ｈｒ－１の空間速度で前記触媒組成物に接触させる、請求項１０に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記重質炭化水素留分が、ニッケル、バナジウム及びこれらの組み合わせからなる群よ
り選択される金属を含有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　重質炭化水素の水素化脱金属において改善された活性及び安定性を有する水素化変換触
媒のためのアルミナ担体であって、該アルミナが、水銀圧入法により測定された０．９ｃ
ｍ３／ｇ～１．２ｃｍ３／ｇの範囲の全細孔容積、２５０ｍ２／ｇ～５００ｍ２／ｇのＢ
ＥＴ表面積、及び(１２０)ＸＲＤ面に沿って測定された第１寸法及び(０２０)ＸＲＤ面に
沿って測定された第２寸法を有する結晶構造を有する球形又は実質的に球形の粒子を含み
、前記第２寸法の前記第１寸法に対する比が１．０未満である、アルミナ担体。
【請求項１４】
　０．８ｃｍ３／ｇ～１．２ｃｍ３／ｇの範囲の全細孔容積を含み、３５ｎｍ超の直径を
有する細孔が全細孔容積の８％超であり、２０ｎｍ～５０ｎｍの範囲の直径を有する細孔
が全細孔容積の４０％以上であり、そして１５０ｎｍ超の直径を有する細孔が全細孔容積
の少なくとも５％である、請求項１３に記載の触媒担体。
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【請求項１５】
　請求項１又は請求項１３に記載の触媒担体としての用途に適した沈降アルミナ組成物を
製造する方法であって、
　（ａ）硝酸、硫酸、塩酸、硫酸アルミニウム、硝酸アルミニウム、塩化アルミニウム、
アルミニウムクロロハイドレート、硫酸アンモニウム、及びこれらの組み合わせからなる
群から選択される酸性化合物を、５未満のｐＨを有する初期水性スラリーを提供するのに
十分な量で水に添加することによって、水性スラリーを形成すること、
　（ｂ）水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化アルミニウム、水酸化アンモ
ニウム及びこれらの組み合わせからなる群から選択されるアルカリ性化合物を、種アルミ
ナを沈降させるため７より大きいｐＨを有する第２のスラリーを提供するのに十分な量で
初期スラリーに添加すること、
　（ｃ）工程（ａ）～（ｂ）を少なくとも１回更に繰り返して、７より大きいｐＨを有す
るアルミナ含有スラリーを提供すること、
　（ｄ）硝酸、硫酸、塩酸、硫酸アルミニウム、硝酸アルミニウム、塩化アルミニウム、
アルミニウムクロロハイドレート、硫酸アンモニウム及びこれらの組み合わせからなる群
から選択される酸性化合物を、５未満のｐＨを有するアルミナスラリーを提供するのに十
分な量で工程（ｃ）のアルミナ含有スラリーに添加すること、
　（ｅ）水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化アルミニウム、水酸化アンモ
ニウム及びこれらの組み合わせからなる群から選択されるアルカリ性化合物を、少なくと
も９のｐＨを有する最終アルミナスラリーを提供するのに十分な量で工程（ｄ）のアルミ
ナスラリーに添加すること、及び
　（ｆ）沈降アルミナを最終アルミナスラリーから回収すること、
を含み、
　工程（ａ）～（ｅ）中の温度は１５℃～７２℃の温度に維持される、方法。
【請求項１６】
　工程（ａ）～（ｅ）中の温度が４８℃～６８℃に維持される、請求項１５に記載の方法
。
【請求項１７】
　（ｉ）工程（ａ）、（ｃ）及び（ｄ）のいずれかの前記酸性化合物が、硫酸アルミニウ
ム、硝酸アルミニウム、硫酸アンモニウム、アルミニウムクロロハイドレート、及びこれ
らの組み合わせからなる群から選択されるか、又は（ｉｉ）工程（ｂ）、（ｃ）及び（ｅ
）のいずれかの前記アルカリ性化合物が、アルミン酸ナトリウム、水酸化アルミニウム、
水酸化ナトリウム、水酸化アンモニウム、及びこれらの組み合わせからなる群から選択さ
れるか、又は（ｉｉｉ）（ｉ）及び（ｉｉ）の両方である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　（ｉ）前記酸性化合物が硫酸アルミニウムであるか、又は（ｉｉ）前記アルカリ性化合
物がアルミン酸ナトリウムであるか、又は（ｉｉｉ）前記酸性化合物が硫酸アルミニウム
であり、及び前記アルカリ性化合物がアルミン酸ナトリウムである、請求項１７に記載の
方法。
【請求項１９】
　工程（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）及び（ｅ）のうちの少なくとも１つにおけるｐＨ
が、
　（ａ）初期スラリーのｐＨが２．０～４．５の範囲にあるように、
　（ｂ）第２のスラリーのｐＨが７．５～１０の範囲にあるように、
　（ｃ）工程（ｃ）のアルミナ含有スラリーのｐＨが、７．５～１０の範囲にあるように
、
　（ｄ）工程（ｄ）のアルミナスラリーのｐＨが、２．０～４．５の範囲にあるように、
及び
　（ｅ）工程（ｅ）の最終アルミナスラリーのｐＨが、９～９．５の範囲にあるように、
コントロールされる、請求項１５に記載の方法。
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【請求項２０】
　前記触媒担体が、
　（ｇ）工程（ｆ）の沈降アルミナを乾燥させること、
　（ｈ）乾燥アルミナを解膠させること、
　（ｉ）解膠アルミナを押出すこと、
　（ｊ）押出し物を７００℃～１０６０℃の範囲の温度で焼成して、担体粒子を得ること
、により製造される、請求項１５に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　[0018]
　一般的に本発明のアルミナ組成物は、粉末、すなわち約５ミクロン～約８０ミクロンの
範囲の平均粒径を有する粒子の形態である。本発明のアルミナ組成物を含む粒子は通常、
形状が球形である又は実質的に球形である。本発明の目的のために、「球形」という用語
は本明細書において、扁球状又は回転楕円体状形を示すために使用される。「実質的に球
形である」という用語は本明細書において、粒子の９０％超が扁球状又は回転楕円体状形
を有することを示すために使われる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　[0039]
　本発明の担体は、その細孔容積の大部分が約２００Å～約５００Åの範囲の直径を有す
る孔になるような明確な細孔容積分布を有する。一般的に、本発明によるアルミナ触媒担
体は以下の細孔容積分布を有し、全細孔容積は約０．８ｃｃ／ｇ～約１．２ｃｃ／ｇの範
囲であり、該細孔容積の８％超、好ましくは約０．１ｃｃ／ｇ～約０．４ｃｃ／ｇが約３
５０Å超の直径を有し、該細孔容積の４０％以上、好ましくは約０．４ｃｃ／ｇ～約０．
８ｃｃ／ｇが約２００Å～約５００Åの範囲の直径を有し、該細孔容積の少なくとも５％
、好ましくは約０．０４ｃｃ／ｇ～約０．２ｃｃ／ｇが１５００Å超の直径を有する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　[0041]
　本発明の別の実施態様では、担体の全細孔容積の約５％～約２０％が、１，５００Å超
の直径の細孔を有する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　[0042]
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　本発明の更に別の実施形態では、担体の全細孔容積の約１５％超が、３５０Å超の直径
の細孔を有する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　[0060]
　本発明の触媒は、処理すべき炭化水素供給原料が硫黄と金属の両方を含有する場合、水
素処理プロセス中に、脱金属と同時に硫黄含有量を減少させることもまた有用である。供
給材料の硫黄含有量は一般に０．1重量％超であり、しばしば１重量％超であろう。窒素
含有量は一般に５００ｐｐｍ超であり、しばしば５００ｐｐｍ～４０００ｐｐｍの範囲で
あろう。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　[0082]
　１.重質炭化水素の水素化脱金属において改善された活性及び安定性を示す触媒組成物
であって、該触媒組成物が、
　（ａ）球形、又は実質的に球形の粒子を含む沈降アルミナを含む担体、及び
　（ｂ）周期表の６族の金属、周期表の９族の金属、周期表の１０族の金属、リン及びこ
れらの組み合わせからなる群より選択される、少なくとも１つの触媒、を含み、
　前記担体が、約０．８ｃｃ／ｇ～約１．２ｃｃ／ｇの範囲の全細孔容積を有し、３５０
Å超の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの８％超であり、約２００Å～約５００Åの
範囲の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの４０％以上であり、１５００Å超の直径を
有する細孔が全細孔容積のうちの少なくとも５％である、触媒組成物。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８７】
　[0086]
　５．担体の全細孔容積のうちの約０．０４ｃｃ／ｇ～約０．２ｃｃ／ｇが１５００Å超
の直径を有する細孔にある、パラグラフ１に記載の触媒組成物。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２１】
　[0120]
　３９．前記担体が、約０．８ｃｃ／ｇ～約１．２ｃｃ／ｇの範囲の全細孔容積を有し、
３５０Å超の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの８％超であり、約２００Å～約５０
０Åの範囲の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの４０％以上であり、１５００Å超の
直径を有する細孔が全細孔容積のうちの少なくとも５％である、パラグラフ２９に記載の
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アルミナを含む触媒担体。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３３】
　[0132]
　５１．重質炭化水素の水素化脱金属において改善された活性及び安定性を有する触媒組
成物であって、該触媒組成物が、
　（ａ）球形、又は実質的に球形の粒子を含む沈降アルミナを含む担体、及び
　（ｂ）周期表の６族の金属、周期表の９族の金属、周期表の１０族の金属、リン及びこ
れらの組み合わせからなる群より選択される、少なくとも１つの触媒、を含み、
　前記担体が、約０．８ｃｃ／ｇ～約１．２ｃｃ／ｇの範囲の全細孔容積を有し、３５０
Å超の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの８％超であり、約２００Å～約５００Åの
範囲の直径を有する細孔が全細孔容積のうちの４０％以上であり、１５００Å超の直径を
有する細孔が全細孔容積のうちの少なくとも５％である、触媒組成物。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３５】
　[0134]
　５３．細孔径分布が、担体の全細孔容積のうちの約０．０４ｃｃ／ｇ～約０．２ｃｃ／
ｇが３５０Å超の直径を有する細孔内にある、担体の全細孔容積のうちの約０．４ｃｃ／
ｇ～約０．８ｃｃ／ｇが約２００Å～約５００Åの範囲の直径を有する細孔にある、担体
の全細孔容積のうちの約０．０４ｃｃ／ｇ～約０．２ｃｃ／ｇが１５００Å超の直径を有
する細孔内にある、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、パラグラフ５１
に記載の触媒組成物。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４３】
　[0142]
　６１．約０．８ｃｃ／ｇ～約１．２ｃｃ／ｇの範囲の全細孔容積を含み、３５０Å超の
直径細孔が全細孔容積の８％超であり、約２００Å～約５００Åの範囲の直径を有する細
孔が全細孔容積の４０％以上であり、そして１５００Å超の直径を有する細孔が全細孔容
積の少なくとも５％である、パラグラフ６０に記載の触媒担体。
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